





































































図 4a 群別の簡易統計量 
 













図 5b 3つ以上の変数選択の分割表（新） 































4.2  相関係数と回帰式の比較 





途作り、図 6の「相関と回帰比較へ」ボタンで図 8に示す実行画面を表示するようにした。 
 
図 8 相関と回帰分析実行画面 







図 9 相関係数と回帰係数の比較データ 
 




図 11 相関係数の比較結果 
次に図 9の「専門試験」と「SPI」のデータを選び、「群別データから」とし、「指定値との比










図 13 2群の相関係数の比較結果 
同じく、「回帰式比較」のボタンをクリックすると、図 14のような結果が表示される。 
 





福井 正康・細川 光浩・奥田 由紀恵 
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 回帰係数と母回帰係数の比較では、データ数をn、標本回帰式を y ax b= + 、母回帰式を
y xα β= + として、以下の関係を利用する。 
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 2群の回帰係数の比較では、データ数を 1 2,n n 、標本回帰式を 1 1y a x b= + , 2 2y a x b= +
として、まず、以下の関係を利用して勾配係数の比較を行う。 
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( ) 1 ( 3)b n nF n n F + −= ∆ ∆ − + − :  
ここで、定数係数が異なるとすると 1 2 1 2( ) ( )xy xy x xa SS SS SS SS= + + ， i i ib y ax= −  
として、回帰式は以下を与える。 
1y ax b= + , 2y ax b= +  
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の実行画面を図 15と図 16に示す。 
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